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本研究の目的は､ 臨床でOJTによってなされている看護管理教育の現状を師長とスタッフの違いに焦点をあてて明らか
にすることである｡ 548名の師長と1255名のスタッフ (師長回答数382名/回収率69.7％､ スタッフ回答数1040名/回収率
82.9％) を対象に質問紙調査を行ない､ 記述統計､ 平均と分散の差の検定､ 因子分析を用いて分析した｡ 師長とスタッ
フのOJTによる看護管理教育は､ ２項目を除いたすべての項目で師長の実行の程度が有意に高いという結果であった｡ 因
子分析の結果､ 師長は抽出された因子が看護管理行動を示していたのに対し､ スタッフでは ｢助言｣ といった指導的な
行動は抽出されず､ スタッフは看護管理教育に対して受身的であることが伺われた｡ スタッフも主体的に看護管理を行
い､ 仕事を通じたOJTによって同僚を教育しているという認識を高めるために､ ①スタッフの行っている看護管理を ｢可
視化｣ すること②看護ケアについて意見交換する ｢場｣ を設定することが求められる｡
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発｣ と ｢自己開発への動機づけ｣ の二つであり､
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質問紙調査の実施にあたり､ 高知女子大学研
究倫理審査委員会の承認を得た｡ まず､ 対象病
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尋ねる｣ (ｐ＜0.05) ｢24. 業務量に応じて自分
の業務を組み立てる｣ (ｐ＜0.05) ｢29. 同僚の
担当業務には口出ししない｣ (ｐ＜0.05) ｢19.
情報を自ら進んで収集｣ (ｐ＜0.01) ｢26. 業務
分担の際､ 相手の状況を考慮｣ (ｐ＜0.01) ｢32.
危険だと感じたことを進んで問題提起｣ (ｐ＜


























｢安全管理｣ と命名した｡ 第３因子は ｢時間管
理｣ であり､ 第４因子は ｢物品管理｣､ 第５因
子は ｢業務管理｣､ そして第６因子は ｢リーダー
シップ｣ と命名した｡ また､ 因子間の相関は､
表５に示すように ｢１看護の質の管理｣ と ｢２
安全管理｣ (ｒ=0.69) ｢２安全管理｣ と ｢４物
品管理｣ (ｒ=0.66)､ ｢１看護の質の管理｣ と
｢４物品管理｣ (ｒ=0.58)で相関が強く､ 最も相
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は､ リーダーシップを ｢集団の目的達成､ メン
バー間の相互作用の円滑化などを援助するメン
バーの諸行為｣ と定義し､ 集団の目標を明確に



























の側面』 であり､ 前者が色濃く出ると､ 多くの
場合 『同様に』 『差がないように』 という同化
圧力が強くなり､ 新しいことや人と違ったこと
を行うとたたかれてしまう 『出る杭は打たれる』
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育の特徴は､ ① ｢助言｣ といった指導的な行動
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